
目　的

幼小連携は，幼稚園と小学校でのギャップを
埋め，幼稚園での遊びを中心とした教育から小
学校での教科指導による教育への移行を円滑に
するというねらいの下で進められてきた。また，
小学校１年生における，授業不成立を始めとし
た，学級機能が不全となっている状態である
「小一プロブレム」への対応としても，幼小連
携の活動は盛んになった。近年では，そこへ保
育所も加わった幼保小連携の取り組みも展開さ
れている。その取り組みは，情報交換や交流活
動，カリキュラム開発等多岐にわたる（上野，
2007）。中でも，交流活動が盛んに試みられる
ようになっており，今後もさらに発展させてい
きたいという現場の声も挙がっている（庄司・
野田，2009）。この背景には，異校種異年齢で
の交流活動を通して，人間関係が希薄になって
いる現代の子どもたちに人とのかかわりについ

て学ばせたいという思いがある。このような思
いに基づき，各幼稚園・小学校は指導計画作成
の研究を進め，実践に取り組んできた。交流活
動の実現に至るまでには様々な課題があり，多
くの労力を要する。時間調整や教員間の連絡・
打ち合わせといった時間的課題が主である。そ
れでも交流活動を取り入れたいと思うのは，教
師がその成果を感じているからであろう。ここ
での成果とは，子どもたちが交流活動を通して
感じたことを，その後の生活へとつなげていく
ことと考える。
しかしながら，実際に子どもたちが交流活動

で体験をしたことをどのように感じ，受け止め
たのかということについての研究は多いとはい
えない。小学生については，学内の活動として
反省会を設けることや，感想を作文にすること
で教師はフィードバックを得ている。また，行
動観察による研究（林，2007）もある。とりわ
け，幼児側の視点からの交流活動の意味につい
て問うた研究が少ないのである。その理由とし
て，言語的能力や日々のカリキュラム等の問題
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幼小交流活動は幼児にとってどのような体験であるか
－交流前後のインタビューの分析から－
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が挙げられよう。
本調査を実施した広島県東広島市立A幼稚園

も上記の問題を抱えていた。これまでの幼小交
流活動において，交流対象である広島県東広島
市立B小学校の小学生は，交流活動の体験を作
文にしている。そこには，一人ひとりの小学生
の交流活動における学びや幼児への思いが書か
れており，小学生がどのように交流活動を受け
止めたかをうかがい知ることができる。一方，
幼稚園において，幼児一人ひとりに感想を文章
化させ，記録に残すことは困難である。個々に
感想を聞けばよいのかもしれないが，毎日のカ
リキュラムにおいてそのような時間を割くこと
は現実的には困難である。当然ながら，全体の
雰囲気や幼児からの自発的な語りによって，幼
児にとっての交流活動の体験を捉えることはし
てきている。しかしながら，保育者は幼児が交
流活動をどのように受け止めたかをもっと知り
たいという思いを抱いていた。ただなんとなく
楽しかった，嬉しかったというだけの体験で終
わっているのではないかという不安も抱えてい
た。
調査実施年度，A幼稚園は幼児教育調査研究

事業（文部科学省委託事業）の調査研究実施地
域に指定されており，幼保小連携に関する研究
に取り組んでいた。その中の交流活動の取り組
みにおいて，「交流活動などを通して，子ども
とかかわる身近な人をモデルとし「思いやり」
「責任感」などの社会性をはぐくむ」という計
画を立てていた。この計画がどの程度達成され
たかということについて知るためにも，幼児へ
のインタビューは有効であろう。
したがって，本調査はこの計画を踏まえ，幼

児にとって小学生との交流活動がどのような体
験であるかということについて，交流活動前後
のインタビューを通して探ることを目的とし
た。具体的には，幼児が小学生との交流を通し
て，小学生の姿をどのように捉え，また小学生
と比較して自己をどのように捉えたのかを検討
する。また，小学生は幼児のモデル対象となっ
たのかという点についても検討する。
なお，本調査は平成X年11月に実施された幼

児教育調査研究事業に含まれる幼保小交流活動
と，それ以前の平成X年６月に実施された幼小
交流活動の２回の交流活動においてインタビュ
ーを実施した。本調査は幼児と小学生という異
年齢での交流に焦点を当てたため，幼稚園児と
保育園児という同年齢での交流についてのイン

タビューは分析から除外した。

方　法

幼小交流活動が幼児にとってどのような体験
であるかを探るために，幼小交流活動の前後に
おいてインタビューを実施した。インタビュー
は幼稚園の１室にて，調査者と幼児１名で実施
した。所要時間は１名につき，10分程度であっ
た。
（1）交流活動前
交流活動前は４つの質問項目を設けた。
前感情 交流活動への心持ちを探るために，

楽しみにしているかどうかを尋ねた。この際に，
感情を段階的に評定するために，５段階の感情
を表す顔カードを用意した。顔カードが表す５
段階の感情は「とても楽しみ」「楽しみ」「普通」
「嫌だ」「とても嫌だ」とした。調査者は，顔カ
ードが表す感情を声に出しながら１枚ずつ幼児
の前に提示し，机に並べた。その後，該当する
感情を表す顔カードを選んでもらった。
前認識・前比較　交流活動を通して小学生に

対する知識や思いがどのように変化するかを調
べるために，小学生について知っていること
（前認識）や自分との違い（前比較）について
尋ねた。
前選択 現在の自分（幼児）と小学生になる

こととどちらがよいか選択させた。その後，選
択理由についても尋ねた。この質問は，Zazzo

（1969/1974） の『発達の力動過程検査』を参考
に設けた項目である。『発達の力動過程検査』
とは，いくつかの年齢のうち，自分が一番なり
たい時期（選択），なりたい時期（受容），なり
たくない時期（拒否）を問い，さらにそれらの
理由づけをさせることにより過去や未来の自己
への意味づけの様相を探ったものである。選択
するためには，それぞれの選択肢についての自
分なりの知識やイメージが必要となる。幼児に
現在の自分（幼児）と小学生のどちらかを選択
させることにより，幼児が自分や小学生につい
てどのような認識を持ち，それらに対してどの
ような価値を抱いているかを探ることができる
と考えた。
（2）交流活動後
交流活動後は，７つの質問項目を設けた。
後感情・印象 交流活動が楽しかったかどう

かを尋ねた（後感情）。この際も，交流活動前
と同様に顔カードを用いて５段階の中から選ん
でもらった。使用した顔カード，手順は交流活
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動前と同じであった。ただし，調査者が感情を
声に出す際は「とても楽しみ」を「とても楽し
かった」等，全て過去形の言い回しを用いた。
幼児が選択したら，そのような感情を抱いた体
験内容を探るための質問をした（印象）。ここ
では，幼児が選択した感情によって聞き方を変
えた。「とても楽しかった」「楽しかった」を選
択した場合は何が一番楽しかったか，「とても
嫌だった」「嫌だった」を選択した場合は何が
一番嫌だったかを尋ねた。「普通」を選択した
場合には，なぜ普通と思ったのかを尋ねた。
後認識・後比較　交流活動を通して小学生に対
する知識や思いがどのように変化したかを調べ
るために，小学生について新しく知ったこと
（後認識）や自分との違い（後比較）について
尋ねた。
憧れ対象 幼児が小学生の中に憧れ対象を見

つけたかどうかを探るための質問をした。憧れ
対象がいた場合は，どのような部分に憧れを抱
いたのかを尋ねた。
後選択 現在の自分（幼児）と小学生になる

こととどちらがよいか選択させた。その後，選
択理由についても尋ねた。
モデル行動 第２回の交流活動においての

み，小学生にしてもらったことで，自分も年下
の子にしてあげたいと思うことがあったかを尋
ねた。
（3）交流活動前後の質問項目
以下に，交流活動前後の質問項目を示す。
交流活動前
１．小学生と遊ぶのは楽しみ？（前感情）／５
段階評価

２．小学生はどんな人たちかな？小学生のこと
で知っていること教えてくれる？（前認
識）

３．小学生と○○くん（ちゃん）はどんなとこ
ろが違う？（前比較）

４．今の○○くん（ちゃん）と早く小学生にな
るの，どっちがいい？（前選択）
交流活動後
１．小学生と遊んだのは楽しかったかな？（後
感情）／５段階評価

２．何が一番楽しかった（嫌だった）？（印象）
３．小学生はどんな人たちかな？（後認識）
４．小学生と○○くん（ちゃん）はどんなとこ
ろが違っていた？（後比較）

５．今の○○くん（ちゃん）と早く小学生にな
るの，どっちがいい？（後選択）

６．小学生の中に「僕（私）もこんな小学生に
なりたいなぁ」っていう素敵な人はいた？
どんなところが素敵だった？（憧れ対象）

７．小学生にしてもらったことで，○○くん
（ちゃん）がきりん組（年中児）のお友達
にしてあげたいことはあった？どんなこと
をしてあげたい？（モデル行動）

※７．の項目は第２回の交流活動でのみ設けた。

結果と考察

（1）第１回
日時 平成Ｘ年６月３日 9：30～11：00
場所 東広島市立B小学校　体育館他
対象児 交流活動に参加したのは，A幼稚園

年長児（70名）・Ｂ小学校１年生（45名）であ
った。このうち，インタビューを実施したのは
幼児のみで，男児13名，女児16名の計29名であ
る。
調査時期 活動前は５月26日～６月３日の間

５日間，活動後は６月３日～６月６日の４日間
で調査を実施した。朝の登園後の自由時間，お
昼休みの時間を使用して実施した。
活動内容 始めに小学生と幼児の約10名のグ

ループを作り，輪になって自己紹介をし，幼児
は小学生からグループの名札をつけてもらう。
その後，各グループは小学生が考えた遊びをし
て過ごす。遊びの内容は，だるまさんがころん
だ，かけっこなどであった。途中で，先生から
呼ばれたグループは指令の書かれた紙を受け取
る。指令内容は，「自分の椅子に座らせる」「ラ
ンドセルを背負わせる」等，幼児が小学校生活
に触れるものであった。指令を終えたら，写真
撮影をして体育館に戻る。最後は全体で貨物列
車をしてこの日の交流活動は終了した。

各質問項目について以下にまとめる。
感情・印象 交流活動前後のインタビュー結

果をTable １ に示す。交流活動の前後における

－13 －
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Table１　交流活動前後における幼児の感情（人）

※交流活動後の評定カテゴリーは過去形で尋ねた。

交流後
a b c d e 計

交
流
前

ａ．とても嫌 0 0 0 0 10 10
ｂ．嫌 0 0 1 0 12 13
ｃ．普通 0 0 0 0 16 16
ｄ．楽しみ 0 0 0 1 16 17
ｅ．とても楽しみ 0 0 1 1 11 13

計 0 0 2 2 25 29

02濱田11-19  11.3.28 8:11 PM  ページ 13



５の評定カテゴリーの内，「とても嫌だ」「嫌だ」
「普通」の３つと「楽しみ」「とても楽しみ」の
２を，それぞれ合併し，前後で変化があった人
数に関して二項検定を行ったところ，p =.039で
５%水準水準で有意であり，活動後によりポジ
ティブな感情を抱くことが明らかとなった。
また，交流活動前には「普通」「嫌」を選択し
た幼児が９名いた。これらの幼児は選択の際に，
「緊張する」「ドキドキする」と言っていた。こ
の発言から，小学生に対して嫌悪感情を持って
いるのではなく，普段馴染みのない小学生との
交流に対する不安を抱えており，その結果「普
通」「嫌」を選択したと考えられる。交流活動
後のインタビューでは，「嫌」「とても嫌」を選
択した幼児は１名もいなかった。「普通」を選
択した幼児２名も，理由は「時間が短かったか
ら」「もっと遊びたかった」というものであっ
た。このことから，交流活動が幼児にとってよ
い感情体験であったことがうかがえた。
また，印象についてであるが，「普通」を選

択した２
名以外の27名に対して,何が一番楽しかった

かを尋ねた。その結果，５名が「ランドセルを
背負ったこと」「教室に入ったこと」「小学生の
椅子に座ったこと」という，小学校生活を体験
する内容を挙げていた。残りの22名は「小学生
と遊んだこと」「お兄さんにやさしくしてもら
ったこと」や，具体的な遊びを挙げていた。幼
児にとって印象深い体験は，小学校生活を体験
するということよりも，小学生とふれあうこと
であったようだ。
このことから，幼児は幼小交流活動において，
物質的体験よりも，人物的体験に対して強い印
象を持つことが示唆された。
認識 交流活動前の「小学生はどんな人たち

かな？小学生のことで知っていること教えてく
れる？」という質問に対して「わからない」と
答えた幼児は13名であった。交流活動後の「小
学生はどんな人たちかな？小学生のことで新し
い発見はあった？」という質問に対して「わか
らない」と答えた幼児は３名であった。多くの
幼児が交流活動を通して小学生の姿を知り，ま
た，小学生の新しい一面を発見していた。
認識の内容について以下にまとめる。交流活

動前のインタビューにおいて回答があったのは
29名中16名であった。そのうち10名は「勉強を
する」，残りの６名については「大きい」「格好
いい」「かわいい」「怖い」「にこにこしている」

「すべり台を滑る」であった。このことから，
交流活動前に幼児の持っていた小学生に対する
認識は，「わからない」という未知の存在，「勉
強をする」という一般的小学生像であり，自身
の体験に基づくものとは言いがたいと考えられ
る。
交流活動後のインタビューにて回答があった

のは29名中26名であった。回答の内容を見てい
くと，「ちゃんとしている」「色々なことを教え
てくれる」「色んな友達がいる」「男の子はいた
ずらばっかりする」「声が大きい」という，交
流活動がなければ知ることのない学生の姿を挙
げる幼児がほとんどであった。このことから，
漠然と抱いていた小学生のイメージが，より具
体的なものとなったことがうかがえた。
比較 「小学生と○○くん（ちゃん）はどん

なところが違う？」という比較質問に対して
「わからない」と答えた幼児は，交流活動前は5
名，交流活動後は１名であった。
回答の内容を見ると，交流活動前は10名の幼児
が，小学生と自分は「同じ」と答えていたが，
交流活動後
に「同じ」と答えた幼児は３名であった。多く
の幼児が，交流活動を通して小学生と自分との
違いを感じたようである。
選択・憧れ対象 交流活動の前後のインタビ

ューにおいて，幼児が現在の自分と小学生にな
ることとどちらがよいと選択したかをTable ２
に示す。その結果，交流活動前後において大き
な変化はなく，どちらにおいても，多くの幼児
が「早く小学生になりたい」と回答していた。
小学生を選択した理由は，「勉強がしたい」「楽
しそうだから」「大きいから」というものであ
った。
また，憧れ対象の有無については，23名が憧

れ対象がいた，６名がいなかったと答えた。多
くの幼児が憧れ対象を見つけており，いずれも
同性であった。また，憧れ対象を見つけた全て
の幼児が，憧れ対象として個人氏名を挙げてい
た。幼児にとって憧れ対象となるのは，同性の
特定の人物のようである。どのような部分に憧

－14 －

Table２　交流活動前後における幼児の選択（人）

交流後

自己 小学生 計

交
流
前

自己 4 2 6

小学生 3 20 23

計 7 22 29
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れを抱いたかについては，「やさしいところ」
「先生の言うことをきちんと聞いていたところ」
「前ならえがすごかった」等であった。幼児に
とって，自己の将来を自己の時間軸でとらえる
ことは困難である。したがって，周囲の人間を
モデルとしてとらえる。小学生に憧れを抱くと
いうことは，そこに将来の自分像を重ね合わせ
ていると考えられる。「こんな人になりたい」
という思いを抱くことは，自己成長において非
常に大切なことであろう。

（2）第２回
日時 平成X年11月14日９:45～11:00
場所 東広島市立A幼稚園　遊戯室他
対象児 交流活動に参加したのは，A幼稚園

年長児（70名）・C保育所年長児（43名）・B

小学校５年生（45名）であった。このうち，イ
ンタビューを実施したのはA幼稚園の男児13
名，女児16名の計29名である。この29名は全て，
第１回目にインタビューを実施した幼児であ
る。
調査時期 活動前は11月10日～11月14日の間

４日間，活動後は11月14日～11月19日の４日間
で調査を実施した。朝の登園後の自由時間，お
昼休みの時間を使用して実施した。
概要 幼稚園・保育所の年長児５～６名と小

学５年生１名によるグループを編成した。残り
の５年生はコーナー遊びを提供した。コーナー
遊びには，絵本・トランプ・射的・輪投げ等が
あり，５年生による手作りの教材が用意されて
いた。これらのコーナー遊びを，グループで回
った。

各質問項目について以下にまとめる。
感情・印象 交流活動前後のインタビュー結

果をTable３　に示す。交流活動の前後におけ
る５の評定カテゴリーの内，「とても嫌だ」「嫌

だ」「普通」の３つと「楽しみ」「とても楽しみ」
の２を，それぞれ合併し，前後で変化があった
人数に関して二項検定を行ったところ，p =

.031で５%水準水準で有意であり，活動後によ
りポジティブな感情を抱くことが明らかとなっ
た。
また，交流活動前には「普通」を選択した幼

児が６名いた。第１回の交流活動と比較すると
「嫌」を選択した幼児はおらず，緊張や不安を
感じている発言はなかった。
これは，交流活動にむけて，幼稚園内で事前

活動がなされたためであると考えられる。事前
活動は，交流活動の１ヵ月半前から全８時間の
保育計画の下で実施された（Table ４）。内容は，
担任の教師を通じて小学生に幼稚園の生活や様
子を伝えてもらったり，また，小学校の教師が
幼稚園を訪問し，小学生の学校での様子を聞い
たりするというお互いの普段の様子の情報交換
から始まった。その後，小学生の生活や授業の
様子をビデオで観て知るという機会を設け，小
学生への親しみやすさや小学生を迎える気持ち
を膨らませるよう配慮した。また，交流活動の
日までのカウントダウンカレンダーを作成し，
意識付けていくようにした。さらに，幼稚園に
来て楽しくなる，来てよかったと思ってもらえ
るようにするためには，自分たちにはどんなこ
とができるのかを幼児と教師とで一緒に考え
た。そして，来園者が幼稚園の門から遊戯室ま
で戸惑わず，楽しく行くために「ようこその道」
を作成した（Figure １）。「ようこその道」はダ
ンボール箱に様々な道具を使って色を付けて作
成された。当日は「ようこその道」で門から遊
戯室までをつなぎ，小学生，そして保育園児ら
を迎えた。

－15 －
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Table ３　交流活動前後における幼児の感情（人）

※交流活動後の評定カテゴリーは過去形で尋ねた。

交流後

a b c d e 計

交
流
前

a.とても嫌 0 0 0 0 0 0

b.嫌 0 0 0 0 0 0

c.普通 0 0 0 4 2 6

d.楽しみ 0 0 0 4 4 8

e.とても楽しみ 0 0 0 3 12 15

計 0 0 0 11 18 29 ※幼稚園より，掲載の許可を得ています。

Figure １ようこその道
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また，交流活動後のインタビューでは，「普
通」「嫌」「とても嫌」を選択した幼児は１名も
おらず，本交流
活動も幼児にとってよい感情体験であったこと
がうかがえた。
また，印象についてであるが，29名全員に対

して何が一番楽しかったかを尋ねた。その結果，
９名は「駒がうまくできたこと」「トランプ」
等，コーナー遊びについて述べた。残りの20名
が「一緒に遊んだこと」「小学生が会いに来て
くれたこと」「お姉さんがやさしかったこと」
という，小学生とのふれあいについて述べた。
やはり，前回と同様に幼児にとって印象深い体
験は，小学生とふれあうことのようであった。
認識　交流活動前の「小学生はどんな人たち

かな？小学生のことで知っていること教えてく
れる？」という質問に対して「わからない」と
答えた幼児は４名であった。第１回の交流活動
前と比較すると「わからない」と答えた幼児は
１/３に減少していた。これは，事前活動にお
いて，小学生の生活や授業の様子を知っていた
ためであると考えられる。また，前回の交流活
動体験も少なからず影響していると考えられ
る。交流活動後の質問において「わからない」
と答えた幼児は１名であった。
また，認識の内容について以下にまとめる。

交流活動前のインタビューにて回答があったの
は25名であった。内容については前回と大きな
違いはみられなかった。しかし，そのうち10名
は「前に１年生と遊んだ」という発言をしてい
たことに注目したい。そのうち４名は「次は５
年生だからもっと大きいと思う」と述べた。つ
まり，第１回の交流活動に基づいた小学生に対
する認識を持っており，さらに小学生の中でも
学年による違いがあるという視点を持っている
ということが考えられる。
比較 「小学生と○○くん（ちゃん）はどん

なところが違う？」という比較質問に対して
「わからない」と答えた幼児は，交流活動前は

６名，交流活動後は３名であった。どちらとも
第１回交流活動でのインタビューよりも増えて
おり，その原因は不明である。
回答の内容を見ると，小学生と自分は「同じ」
と答えた幼児は，交流活動前３名，交流活動後
０名だった。第１回交流活動のインタビューに
おいて「同じ」と答えた幼児は，交流活動前は
10名，交流活動後は３名であった。このことか
ら，小学１年生よりも，小学５年生に対してよ
り自分との違いを感じたようである。
交流活動後の質問において回答があったのは

26名であった。内容を見ていくと，「大きかっ
た」と答えた幼児が15名であった。第１回の１
年生との交流活動ではこのような回答は少数
で，第２回交流活動において，幼児は自分より
もずっと大きな５年生に圧倒されたことが分か
る。
選択・憧れ対象　交流活動の前後のインタビ

ューにおいて，幼児が現在の自分と小学生とど
ちらがよいと選択したかをTable５に示す。そ
の結果，交流活動前後において大きな変化は見
られなかった。また，第１回交流活動とも大き
な変化はなかった。小学生を選択した理由にお
いて，「勉強がしたい」と答えたのは交流活動
前９名，交流活動後５名と少し減少した。一方，
交流活動前と比較して，交流活動後に多くみら
れたのは「楽しそうだから」という回答であっ
た。勉強を頑張りたいという目標も大切である
が，小学生になることは楽しそうだという好意
的感情を抱くことは就学準備期として大切なこ
とであろう。
また，憧れ対象の有無について，22名が憧れ

－16 －

Table４　事前活動の保育計画

交流後

自己 小学生 計

交
流
前

自己 6 1 7

小学生 1 21 22

計 7 22 29

Table ５交流活動前後における幼児の選択（人）
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対象がいた，７名がいなかったと答えた。多く
の幼児が憧れ対象を見つけており，第１回交流
活動と同様に，いずれも特定の同性の人物であ
った。どのような部分に憧れを抱いたかについ
ては，「足が速いところ」「しっかりしていると
ころ」「格好いいところ」等，各々の視点で述
べていた。
モデル行動 この質問項目では，まず，「小

学生にしてもらったことで，○○くん（ちゃん）
がきりん組（年中児）のお友達にしてあげたい
ことはあった？」と，幼児が小学５年生にして
もらったことで，幼稚園において自分が年下の
子たちにしてあげたいと思ったことがあるかを
尋ねた。「ある」と答えたのは17名，「ない」と
答えたのは12名であった。あると答えた幼児に
は，具体的にどんなことをしてあげたいのかを
聞いた。その結果，「やさしくしてあげる」が
８名，「教えてあげる」「遊んであげる」が各３
名であった。その他は「かわいがる」「普通に
しておく」「格好よくしておく」が各２名であ
った。半数以上の幼児が小学５年生にしてもら
ったことで，自身も年下の子にしてあげたいこ
とがあると答えた。このように，幼児は交流活
動において年下としてケアされたことを，今度
は自分が年下の子にしてあげたいという気持ち
を抱くことがわかった。このことは，幼小にお
ける異年齢交流がそこだけにとどまらず，幼稚
園内での異年齢交流にも少なからず影響をもた
らす可能性を示している。

まとめ

本調査は，幼小連携の取り組みのひとつであ
る幼稚園と小学校の交流活動が幼児にとってど
のような体験であるかを探るために実施した。
交流活動は，第１回は１年生，第２回は５年生
を対象として実施された。それぞれ交流活動前
後において，幼児にインタビューをした。
第１回交流活動前のインタビューでは，小学

生との交流に対して緊張や不安を抱いている幼
児の姿が見られた。第２回交流活動前のインタ
ビューでは，緊張や不安を抱いているという幼
児はおらず，むしろ楽しみにしていることが感
じ取られた。第２回交流活動前における幼児の
姿は，第１回の小学生とのふれあい体験の影響
もあると思われる。日頃，小学生とのかかわり
が少ない幼児にとって，小学生との交流活動は
未知の体験である。そのような幼児は，第１回
交流活動前には不安を抱いていたであろう。し

かし，第１回交流活動を通して，小学生が未知
の存在ではなくなり，憧れ対象となったのであ
れば，第２回交流活動前において不安を抱くこ
とはなくなることは想定できる。
しかし，第１回と第２回の交流活動前の幼児

の感情の違いはそのためだけではないと思われ
る。第１回と第２回の大きな違いは，事前活動
の有無である。第１回の交流活動では，交流活
動について事前に担任教師から話はしたもの
の，カリキュラムとして事前活動をすることは
なかった。一方，第２回の交流活動では，交流
活動にむけての事前活動をカリキュラムとして
設けた。そして，交流活動にむけて幼児らの気
持ちを盛り上げるよう，様々な取り組みを実施
した。
このような事前活動は，幼小交流活動の質的

発展のために必要であるとされている（住野，
2006）。事前活動によって，交流活動に対する
幼児の不安の解消，期待感の向上をもたらす。
それは，幼小交流活動において，客体となりや
すい幼児に主体性をもたせることへとつながる
のである。
また，事前活動だけでなく，事後活動も幼小

交流活動の質の発展において必要である。事後
活動では，直接的な交流体験を意味づけること
で，そこで学んだことを日常生活へ反映できる
ようにすることが求められる（住野，2006）。
例えば，交流活動の振り返りの際に，今後生か
せることを意識化させることが挙げられてい
る。
本調査では，第２回交流活動後のインタビュ

ーにおいて，「５年生にしてもらったことで，
年中児さんにしてあげたいと思ったこと」を尋
ねた。ここでは，年長者にしてもらったことを，
今度は自分が年少者にしてあげたいという気持
ちを意識化させた。その後の幼児らの様子とし
て，学んだことを自分のものとし，未就幼児・
年少児へのかかわり方へ生かそうとする姿につ
ながってきたという幼稚園の報告があった。も
ちろん，事後活動がなくてもこのような姿はみ
られたのかもしれない。しかし，小学生でも，
幼児の世話で精一杯で自己を振り返る余裕はな
く，幼小交流活動を通して自ら自己の成長に気
がつく者は少数である（庄野・野田,2009）。そ
うであれば，幼児が自ら活動を意味づけること
はなおさら難しく，ただ楽しかったというだけ
で終わらせないためには，事後活動による支援
は必要不可欠となろう。
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また，幼小交流活動の成果を，教師に評価し
てもらった結果，幼小間で違いがみられた（丹
羽・酒井・藤江，2005）。評価に違いがみられ
たのは，自己の成長への意識に関するものであ
る。小学校では「異年齢の子どもの姿を見るこ
とで，子ども自身が自己の成長の実感を持った」
という項目への評価得点は高い。一方，幼稚園
では「異年齢の子どもの姿を見ることで，子ど
も自身が自己の成長への見通しを持った」とい
う項目への評価得点はあまり高くない。この結
果から，幼稚園側は幼児が自己の成長について
意識化するのにはまだ十分な活動がなされてい
ないか，あるいは自己の成長を意識化すること
自体の意義がまだ感じられていないのかもしれ
ないと考察されている。
しかしながら，本調査を通して，幼児も小学

生の姿を見て，自分もあんな風になりたいとい
う，自己の成長の見通しをもっていることがわ
かった。また，教師らは，幼児が小学生に憧れ
を抱き，小学生にしてもらったことを自分も年
少者にしてあげようという気持ちを持ったこと
を喜ばしく感じていた。A幼稚園は，第２回目
の幼小交流活動についての報告書において，A

幼稚園のD児の変容を取り上げている。交流活
動前，D児は日頃の生活において友達への冷た
い発言が多く観察されていた。教師らは，その
D児が交流活動終了後のお別れの際に，小学生
と保育園児にずっと手を振っていた姿を見て，
D児が人とつながる感動体験をすることができ
たからだと考察している。また，交流活動後の
クラスの話し合いでは，D児は５年生について
「僕もあんなお兄ちゃんになりたい」と発言し，
５年生に対する憧れの気持ちを持つことができ
たと記述されている。このような具体的な事例
からも，教師らが，自身の成長の見通しを持つ
幼児の姿を捉え，また，そのことを評価してい
ることがうかがえた。
これらのことから，幼児にとって幼小交流活

動は，教師ら周囲の支援によって，自己の成長
を意識化する場となることが示唆された。また，
そのことによって教師も交流活動の成果を高く
評価することへとつながると考えられる。
また，印象に残った体験については，第１

回・第２回ともに，小学生とふれあったことに
ついて述べた幼児が多かった。小学校生活に触
れることや，見たこともない遊びをすることよ
りも，幼児にとってインパクトがあるのは小学
生という存在そのものであるということだ。こ

のことは，小学生と直接かかわる交流活動の意
義へとつながると考えられる。
認識・比較の質問においては，第１・第２を

通して，交流することによって知った小学生の
姿，自分との違いを見つけることができた。小
学生は，幼児が次に所属する社会集団であり，
重要な存在である。しかしながら，幼児にとっ
て，小学生は赤ちゃんや大人などの他の成長段
階と比較して，どのような人達であるかがわか
りにくい存在である（濱田・杉村，2008）。幼
小交流活動を通して，それまで知らなかった小
学生について知ることは，卒園後の自分の姿を
捉えることにもつながると考えられる。小学生
を知ることによって，小学生だけではなく自分
についての理解も深めることができるのではな
かろうか。
選択・憧れの質問において，幼児が小学生に

憧れを抱いていることも示唆された。幼児にと
って，自分の時間軸で将来を想像することは困
難である。しかし,年長者とふれあうことによ
り，成長観や将来展望の育みへとつながったと
考えられる。
本調査の結果から，幼児は幼小交流活動の内

容よりも，小学生そのものに強いインパクトを
受けていることが示された。また，小学生への
憧れが，交流活動を通してより一層明確なもの
となることが示された。したがって，幼小交流
活動は，幼児にとって憧れの対象である小学生
にふれることができる嬉しい体験，また，その
憧れをより深める体験であると考えられる。た
だ，「楽しい」という感覚は意識せずとも感じ
るものであるが，幼児が自ら小学生や自分の姿
を振り返ることは難しく，教師の手助けが必要
となる。交流活動における事後活動によって，
幼児にとっての幼小交流活動体験は現在の自分
や成長への見通しをもつ契機ともなりうるであ
ろう。
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